






































































けられている[-倉1965, 伊藤2009, 鐸木1988-12他］。 しかし、 日本にお
ける正教会についての総合的研究は、 山下須美礼による明治期から大正期まで
の歴史学的研究と、 イリヤ ・ ハリンによる宜教師ニコライの死後以降1960年代
までの歴史学的研究以外、 管見の限り行われていない［山下： 2014, Kharin : 








クス（夜）」「オ ー ド（歌う）」という3つの言葉の合成であり、 「永眠者のため













憶するパニ ヒダは、 永眠なされた方々が、 神の国で天の福楽を嗣ぐ者、 天使や
諸聖人と共に過ごせるよう永遠の生命を得られることを祈るもの」［日本ハリ
ストス正教会教団1982: 2]と記載されている。 これらをまとめると、 パニ
ヒダは信者にとって「永眠者 （死者）のために、 生者が神に『死者の記憶 』4を
祈る儀礼」 であるといえる。 なお、「死者の記憶」について、 詳しくは4章で
改めて言及することとする。 そして、 今回対象とする月例パニ ヒダとは、 この
パニ ヒダと同様の形式・文旬の儀礼を月に一度、 各教会にて日曜の聖体礼儀の
後に行うものである。 参与観察したところ、 おおよそ30分�40分程度の儀礼で
あり、 その内容はおおまかに、 パニ ヒダの祈祷文を読みあげて司祭と信徒が共
とうはん














書）』の「イオアン （ヨハネ）12: 24」、「コリンフ（コリント）前書15: 35」
記入欄）が記述されている。






を得て掲載したものであり、 また筆者によって撮影が行われている。 場所・ 日付、 解説等に
関して随時キャプションで示すこととする。
-84-
によると永眠者の復活を象り、 甘くするのは天国の甘さ（福楽） を表す。 通常
皿にこんもりともった上に（これは「土葬した墓のように」7こんもりともるそ













1892年10月26日 10 (11月7日）、 月曜。 八王子、 五日市、 軍道
朝七時、 八王子を発って五日市へ向かった。
7 実際に糖飯を作っている仙台正教会の婦人会の方へのインタビュ ー から。[20 17.04.25]
8 仙台正教会は、 187 1 (明治 4)年の冬に函館の聖ニコライのもとで正教の教えを学んだ。




9 『ニコライの日記』 中巻（中村201 1 :30-3 1)。 当書は、 中村健之介編・ギペリオン社版『聖·
日本のニ コライ の 日 記』(«八HEBHIIKII CB51TOro月IIOHCKoro», rro仄pe,naKu:He社































11 「神品」：「しんびん」と読み、 主教、 司祭、 補祭の役職の総称。［正教の手引き2013 ・
215] 
12 セルギイ・チホミ ーロフ： ニ コライの次に赴任したロシア人府主教であるが、 ニ コライに






























































つぎに、 月例パニヒダが行われ始めた時期についてアンケ ー ト14によると、
1970年代に東京主教教区東京復活大聖堂で行われ始めたのが最も古いものとい






















14 アンケ ー ト結果の詳しい概要については、 2章で述べることとする。





















ンケ ー ト調壺を日本の全地域の正教会に行った。 調査対象は日本全国の66か所
の正教会であるが、 送付した教会は全部で20か所である。 これは多くの司祭が
複数の教会をかけ持っているため、 司祭が常在している20教会に向けて送付し
たためである。 またアンケ ー ト回答の対象者としてはその地区を担当している
司祭を想定し、 その結果はおおむね司祭による回答であったが、 2か所のみ執
事長呵こよる回答であった。 アンケ ー トの返答率は約76%であり、 結果として
全66教会のうち、 50教会分のデー タを回収できた。 なお、 返答のあった教会の







































パニヒダ」儀礼を行っている教会は、 東日本主教教区約46% (13教会）、 東京













































































































る名は 、 永眠者名簿に記載があり、 かつ現在
写真3 パニヒダ台
[2017 . 11 . 11. 佐崎撮影、豊橋正教会］
教会に通う信者が覚えているだろう範囲（平成～昭和、 場合によっては大正時
代）の信徒の聖名が節をつけて読み上げられる。 祈祷が終了すると 、 司祭・信
徒は共に十字を切り、 糖飯を分け合って食べる。
また 、 月例パニヒダの際に読み上げるための名簿があり（月例パニヒダの名






で 、 月例パニヒダの特徴をより明確化したい。 その5種とはすなわち、 ①埋葬
式、 および三日祭、 九日祭、 四十日祭、 一年祭、 0(任意）年祭に行われるパ
ニヒダなど個人の死から日を数えて行われる儀礼 、 ②春秋の大パニヒダ （もし























RitesとB. 通過儀 礼Rites of Passageの二つ に分け る こ と ができ る
[Bell,C 1997]。 A. 年中儀礼は、「時間的な移行に社会的な意味を持った〈定義〉
を付与し、各日、各月、各年の不断に更新されるサイクルを創造する」とされ




序と定義〉を与える」 ものである[Bell 1997 : 182-183, 197]。 つまり人間の
一生が生から死へと一直線に向かうという時間観を前提に、その節目に行われ
-96-
る儀礼、 例えば誕生や結婚、 葬式などの儀礼を示す。 正教会にはパニヒダ以外






4月 生神女福音祭、 聖枝祭、 （聖大スボタ）→復活大祭（聖大パスハ）→光明
週間→大パニヒダ（墓地祈祷）」
では、 上記の5種類のパニヒダ｛義礼をこの二つの儀礼に分類してみると、
A. 年中儀礼には②春秋の大パニヒダ③月例パニヒダ、 B. 通過儀礼には①葬式
前のパニヒダ④三日祭以降に行われるパニヒダ⑤家庭でのパニヒダ、 が当ては
まる29。 特に着目している月例パニヒダは、 その月ごとに行われるという性格




























ることで補ってきた。 月例パニ ヒダで読み上げられる聖名は、 現在教会に来て








30 日本仏教における諸儀礼については、 宮家準「宗教的象徴分類」「宗教儀礼」[1989 : 61-


















祭 以降月例パニヒダ ・ 総パニヒ
ダ ・ 命日に家でパニヒダなど
図3 正教会と日本仏教における死後の年忌／年祭（日祭）儀礼比較図














































人」が挙げられている［日本ハリストス正教会教団1982 : 4- 6 J。 一方「 死

















なったのであろうか。 教会はどのように考え、 理解しているのだろうか。 これ





えれば。 …（中略）… 死者を神に記憶してもらうことで、 死者が天国に
行けるようにする。」







































































































鐸木道剛 1988-12「山下りん研究 ー 3 ー ペテルブルグのノヴォジェ ーヴィチ
復活女子修道院と東京十字架聖堂」岡山大学文学部紀要(10) : 226-201 
正教會 1893『死者の記憶」日本ハリストス正教会教団
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Acceptance and the present situations of the Orthodox 
Church in Japan viewed from "Monthly Panikhida" 
Ai SAZAKI 
The purpose makes it clear about negotiations between Japanese memorial 
service culture and memorial ritual of Orthodox Church in Japan in indigenized 
process. "Monthly Panikhida'' which has begun to be performed from 1970's in 
Orthodox Church make the subject. 
Monthly Panikhida is the ritual for the dead performed after Divine Liturgy once 
a month in the Orthodox Church in Japan, and this is performed only in Japan and 
is the ritual which prays to God for "the memory for the dead". This feature is that 
the priest read holy name of an individual of the dead, the point that the name of 
the family who passed away for believers and the close people are read is 
significant for believers in this. And this was something significant for the Church 
by the case that believers could think it was one of the opportunity that they must 
come to the church. As a result, monthly Panikhida is to have the memorial service 
functions, and when it's taking the part to achieve indigenization of the Orthodox 
Church in Japan. 
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